
平成 26 年度地域福祉活動計画検証チーム会議の報告   
 

1. 地域福祉活動計画検証チームの開催（不定期） 
 地域福祉活動計画の推進において進行管理・内部評価シートの作成、同計画の取り組みの検証

を行った。 

 
 

2. 検証チーム員による地域福祉活動計画検証の取り組みのまとめ 
ワークショップ形式により、検証チーム員が平成 26 年度の社協の取り組みをまとめた。次頁、

地域福祉活動計画で私達職員が進めたこと①・②。 
また、取り組みのまとめから、何処が課題であり、どう取り組んできたかを確認した。 
 

  (取り組みのまとめ) 
① 地域福祉については支援関係者（事業者、ボランティア等）との共有は図られている。 
② 市民の直接的関わりには繋がっていない。⇔市民も地域づくりに関わっている一方、社協職

員の実践検証のなかで、福祉の意識啓発の取り組みや支部広報を使った周知、関係者間の連

携の中で、少しずつではあるが「地域福祉」の理解を進めようとする取り組みが行われてい

る。⇔市の地域福祉計画策定にも関わっている。 
③ 支部毎では、地域との繋がりを構築する事業（交流会や懇談会の開催、推進協との連携等）

を行うなど、地域福祉活動計画を意識した事業の展開に繋がっている。 
④ ③を踏まえ、地域を単位とし、事業を見直し、継続するものはただ継続するのではなく、（進

んでいないから・今後さらなる充実を求めたい）理由を持ち継続する、又は改廃をして新た

な事業として、住民ニーズに対応するなどの動きが出てきている。 
 



 

 
3．一関市地域福祉計画策定への協力 
① 市の地域福祉計画策定に係る担当者会議、庁内会議の助言や協力を行うと共に、市民会議（3
回実施）に社協職員 9 名が関わり、地域福祉の課題・解決の話し合いを行った。また、高校

生ワークショップでは、高校生の地域福祉への関心を高め、課題解決へ向け、高校生として

何が出来るかについての話し合いに助言・協力を行った。 
② 地域福祉活動計画の推進にかかる、福祉施設と地域との関わりや地域における障がい者の理

解等について、福祉施設（障がい者施設 11 か所、高齢者施設 12 か所）の訪問調査を実施し、

地域福祉活動計画の課題解決につなげると共に、地域福祉計画策定資料として提供した。 

 


